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次の文章を読んで，以下の問に答えなさい。 

問 1 文章の内容を簡潔に要約しなさい（300字以内）。 

問 2 それに対するあなたの意見を述べなさい（500字以内）。 

高齢者や女性に活躍してもらうのも限界にきた、今後は移民を増やすべし、という声があるがどうだろうか。むしろ

少子高齢化を人海戦術に頼らない生産性向上に向けたインセンティブ（誘因）として受けとめるべきではないか。 

一般に米国企業の収益性が良いのは、競争社会で経営者が厳しい視線にさらされているからだろう。製造業、サービ

ス業だけでなく農業も含め生産性を上げざるを得ない。

高度成長期、わが国では潤沢な労働力が地方から供給された。この恵まれた人口圧力をフルに活用できたから、米国

のような激しい競争を通じて能率主義を確立させる切実なニーズは無かった。 

今は事情が一変している。人口圧力は大きく低下した。行政によって「仕切られた」競争ではなく、本格的な競争を

通じて、生産性向上を実現しなければならない。 

北欧諸国は、人口圧力が弱い。一番多いスウェーデンで１０００万人あまり、デンマーク、ノルウェー、フィンラン

ドはそれぞれ５００万人台にとどまり、人手不足である。しかし、トータルとしての生産性を映す１人あたり名目国内

総生産（ＧＤＰ）は多い。国際通貨基金（ＩＭＦ）によると、最大のノルウェーで９.０万ドル、一番少ないフィンラン

ドで５.４万ドルだ。日本は３.２万ドルと及ばない。 

一因は、石油・天然ガスなどの豊かな自然資源に恵まれていることにある。だが他方で、ロシアと地理的に近く、安

全保障にかなりのエネルギーを注がざるを得ない。「平和」な日本とは違うハンディを背負っている。 

では何がすごいのか。注目すべきは規模は小さくとも、創造性あふれる技術を備えた個性的な企業が多いことだ。デ

ンマークのフルックス社は、人工衛星の小さな部品に特化するなどして強い国際競争力を発揮している。

わが国にとって少子高齢化は深刻な問題だが、課題の存在が経済を活性化させる。人手に頼らない新たな仕組みづく

りで生産性を高める。技術立国日本の出番ではないか。人口は有限だが、価値の創造は無限だ。 

米国や中国の４％程度の狭い国土に１億２千万人が暮らすわが国は、主要７カ国（Ｇ７）では米国に次ぐ２位、世界

では１２位の人口大国だ。移民に頼る前に、なすべきことがあると思う。 

（出所）『日本経済新聞』2024年 11月 7日朝刊 21面 
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